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平
成
２９
年
１１
月
１１
日
（
土
）
、
柏
市

民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
柏

地
域
支
部
、
我
孫
子
地
域
支
部
主
催
、

流
山
地
域
支
部
協
力
の
三
支
部
合
同

で
２
年
に
一
度
開
催
し
て
い
る
第
９
回

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
チ
ャ
リ
テ

ィ
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
朝

雨
の
予
報
で
し
た
が
、
朝
か
ら
晴
天
に

め
ぐ
ま
れ
、
気
持
ち
良
く
多
く
の
観
客

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

今
年
の
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
の
部
員
の

学
生
は
、
前
年
度
に
イ
タ
リ
ア
公
演
に

参
加
し
た
部
員
が
多
く
、
マ
ン
ド
リ
ン
の

音
色
が
す
ば
ら
し
く
感
じ
た
と
い
う
観

客
か
ら
の
声
を
聴
き
ま
し
た
。
特
に
常

任
指
揮
者
の
甲
斐
靖
文
氏
の
タ
ク
ト
が

す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。 

甲
斐
靖
文
氏
は
津
軽
民
謡
を
編
曲
し
、

マ
ン
ド
リ
ン
に
取
り
入
れ
た
事
で
有
名

で
す
が
、
今
回
、
イ
タ
リ
ア
民
謡
（
カ
ン

ツ
ォ
ー
ネ
）
を
編
曲
し
マ
ン
ド
リ
ン
に
取

り
入
れ
、
今
回
の
演
奏
に
な
お
一
層
み

が
き
が
か
か
り
観
客
か
ら
す
ば
ら
し
い

演
奏
会
だ
っ
た
と
い
う
声
が
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。 

今
後
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
演
奏
会
に
つ
い
て

諸
々
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
マ

ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
演
奏
会

は
私
自
身
す
ば
ら
し
い
演
奏
会
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。 

な
お
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
今
回
も
演
奏

会
に
先
立
ち
、
柏
市
長
秋
山
浩
保
様
、

我
孫
子
市
教
育
長
倉
部
俊
治
様
に
寄
付

金
を
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

毎
回
好
評
の
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
演
奏

会
で
す
が
、
お
客
様
の
高
齢
化
が
進
み
、

回
を
重
ね
る
毎
に
創
意
工
夫
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
チ
ケ
ッ
ト
販

売
で
は
委
託
販
売
よ
り
も
会
員
の
販
売

努
力
が
大
き
く
貢
献
し
た
事
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援

を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

P1：マンドリン倶楽部チャリティ演奏会  P3：今までを振り返って、納涼会ほか 

P2：第 53回全国校友沖縄大会に参加して  P4：麻雀大会、平成 30年の主なイベントほか 
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タ

イ

ト
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り

ば
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チ
ョ
ー
デ
ー
）  

 
 
 

明
治
は
ひ
と
つ
」 

    

全
国
校
友
沖
縄
大
会
は
１１
月
１８
日

沖
縄
県
宜
野
湾
市
の
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
劇
場
棟
で
記
念
式
典
が
開

催
さ
れ
、
懇
親
会
は
ラ
グ
ナ
ガ
ー
デ
ン
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
、
全
国
、
韓
国
、
台
湾
の

外
国
支
部
か
ら
も
含
め
、
約
九
〇
〇
名

が
結
集
し
ま
し
た
。
当
支
部
か
ら
は
竹

之
内
支
部
長
（
昭
４４
年
商
卒
）
と
山
田

研
一
氏
（
昭
５２
法
卒
）
そ
し
て
私
の
３

名
が
参
加
致
し
ま
し
た
。 

式
典
は
大
会
旗
の
入
場
か
ら
始
ま
り
、

正
岡
玄
章
前
支
部
長
の
開
会
宣
言
、
宮

里
博
史
支
部
長
の
挨
拶
、
向
殿
政
男
会

長
の
「明
治
は
ひ
と
つ
」と
の
校
友
一
丸
宣

言
の
あ
と
、
ご
来
賓
の
柳
谷
孝
理
事
長
、

土
屋
恵
一
郎
学
長
、
翁
長
雄
志
知
事

（
代
読
）
、
佐
喜
眞
淳
宜
野
湾
市
長
よ

り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

記
念
公
演
は
高
倉
倉
吉
琉
球
大
学
名

誉
教
授
が
「
琉
球
王
国
と
ア
ジ
ア
諸
国

と
の
交
流
」
と
題
し
た
興
味
深
い
お
話
を

さ
れ
、
続
い
て
本
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン

学
部
の
波
照
間
永
子
准
教
授

が
「
琉
球
・
韓
国
の
舞
踏
に
お

け
る
比
較
研
究
と
共
創
」に
つ

い
て
解
説
さ
れ
、
そ
の
実
演
と

し
て
琉
球
舞
踊
は
国
指
定
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者
の
志

田
房
子
さ
ん
、
韓
国
舞
踊
は

田 

銀
子
成
均
館
大
学
校
教

授
の
構
成
・
振
付
・
指
導
に
よ

る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
舞
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。 

懇
親
会
は
校
友
の
平
敷

昭
人
沖
縄
県
教
育
長
の

歓
迎
挨
拶
に
始
ま
り
ま

し
た
。
会
場
の
盛
り
上
が

り
は
舞
台
上
の
「
エ
イ
サ

ー
！
エ
イ
サ
ー
！
」
と
な

り
、
全
国
の
参
加
者
も

舞
台
に
上
が
り
、
最
高

潮
に
達
し
ま
し
た
。 

応
援
歌
、
校
歌
で
さ
ら

に
盛
り
上
が
り
、
宮
里
支
部
長
の
閉
会

の
辞
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
は

九
月
三
十
日
に
第
５４
回
石
川
大
会
が

石
川
県
立
音
楽
堂
、
金
沢
日
航
ホ
テ
ル

で
行
わ
れ
ま
す
。
是
非
ご
一
緒
い
た
し

ま
し
ょ
う
。 

       

結
び
に
全
国
大
会
前
日
の
１７
日
（
金

曜
日
）に
校
友
で
あ
ら
れ
た
「荒
井
退
造

氏 

慰
霊
祭
」
に
参
列
し
た
こ
と
を
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。
荒
井
氏
は
栃
木
県
出

身
で
、
一
九
二
七
年
明
治
大
学
専
門
部

を
卒
業
し
て
高
等
文
官
試
験
行
政
科

に
合
格
し
た
学
友
で
、
一
九
四
三
年
七

月
に
沖
縄
県
警
察
部
長
を
拝
命
し
、
兵

庫
県
出
身
の
島
田
叡
県
知
事
と
共
に
終

戦
間
際
の
大
混
乱
の
な
か
に
あ
って
県
民

の
食
糧
確
保
、
県
外
、
県
北
部
へ
の
疎
開

に
身
命
を
賭
し
て
軍
部
と
の
軋
轢
も
恐

れ
ず
職
務
を
遂
行
し
、
二
十
万
人
以
上

の
県
民
を
救
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
一
九
四
五
年
六
月
二
六
日
に
島

田
知
事
と
共
に
糸
満
市
摩
文
仁
の
壕
を

出
て
以
降
消
息
不
明
の
ま
ま
で
す
。 

戦
後
早
い
時
期
に
、
摩
文
仁
の
丘
に
島

田
叡
氏
、
荒
井
退
造
氏
の
終
焉
の
地
を

示
す
碑
と
県
庁
職
員
の
御
霊
を
祀
っ
た

「島
守
り
の
塔
」
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

式
典
は
糸
満
市
摩
文
仁
の
沖
縄
平
和

記
念
公
園
内
で
行
わ
れ
、
降
り
し
き
る

雨
の
中
一
〇
〇
人
以
上
の
参
列
者
を
得

て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

宮
里
博
史
沖
縄
支
部
長
の
開
会
の
辞
、

そ
し
て
校
歌
斉
唱
、
黙
祷
、
名
幸
俊
海

護
国
寺
住
職
の
読
経
と
続
き
、
翁
長
雄

志
県
知
事
（
代
読
）
の
挨
拶
、
長
谷
川
薫

栃
木
県
支
部
長
の
追
悼
の
辞
、
向
殿
政

男
会
長
、
土
屋
恵
一
郎
学
長
の
ご
挨
拶
、

そ
し
て
参
列
者
一
同
が
焼
香
し
荒
井

退
造
先
輩
の
霊
を
弔
い
ま
し
た
。 

荒
井
退
造
氏
の
こ
と
を
慰
霊
祭
に
参

列
す
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
ず
に
い
た

こ
と
は
非
常
に
恥
じ
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、

偉
大
な
る
先
輩
校
友
の
遺
徳
を
偲
ぶ
機

会
を
得
た
こ
と
は
、
近
年
で
一
番
の
経

験
と
な
り
ま
し
た
。 

     

 

第
53
回
全
国
校
友
沖

縄
大
会
に
参
加
し
て 
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前
号
に
続
い
て
、
宇
都
宮
名
誉
支
部
長

よ
り
い
た
だ
い
た
「
今
迄
を
振
り
返
って
」

と
題
し
た
寄
稿
を
掲
載
し
ま
す
。 

発
起
人
会
立
ち
上
げ
の
案
内
状
発
送

準
備
は
萩
原
さ
ん
宅
で
行
い
、
発
起
人

１１
名
か
ら
賛
同
い
た
だ
き
、
ま
た
出
資

金
と
し
て
各
２
万
円
も
の
協
力
を
得
ら

れ
ま
し
た
。
設
立
準
備
総
会
案
内
状
発

送
準
備
は
猪
瀬
先
輩
宅
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
時
三
人
共
に
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
ず
、
す

べ
て
手
書
き
し
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。 

平
成
１５
年
６
月
２９
日
の
設
立
準
備

総
会
に
は
３６
名
の
出
席
が
得
ら
れ
、
前

川
校
友
会
幹
事
長
に
役
員
選
出
・
事
業

計
画
案
・
収
支
予
算
案
・会
則
の
承
認
、

設
立
準
備
総
会
終
了
報
告
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
「
月
内
に
書
類
を
提
出
す
れ
ば
、

全
国
役
員
会
の
審
議
に
間
に
合
う
の
で
、

早
く
認
可
が
得
ら
れ
る
」
と
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
い
た
の
で
、
一
日
で
議
事
録
・
役

員
名
簿
・
事
業
計
画
案
・
予
算
案
・
会

則
・
会
員
名
簿
（
規
定
の
５０
名
）
を
完

成
さ
せ
、
６
月
３０
日
、
校
友
会
本
部
に

提
出
し
ま
し
た
。
自
慢
話
に
な
り
ま
す

が
、
書
類
提
出
時
に
、
こ
の
議
事
録
を
サ

ン
プ
ル
に
し
て
使
用
し
て
も
良
い
か
と
聞

か
れ
ま
し
た
。 

８
月
３
日
、
校
友
会
定
時
代
議
員
総

会
に
、
猪
瀬
支
部
長
と
、
萩
原
副
支
部

長
、
幹
事
長
の
私
の
三
名
が
出
席
、
こ
の

席
で
無
事
承
認
が
得
ら
れ
ま
し
た
。 

１０
月
１
日
青
木
校
友
会
長
よ
り
８
月

４
日
付
で
柏
地
域
支
部
承
認
通
知
書
が

届
き
、
平
成
１６
年
２
月
２９
日
支
部
旗

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
２５
年
５
月
２９
日
の
創
立
１０
周

年
記
念
式
典
に
は
向
殿
校
友
会
長
、
大

学
か
ら
は
橋
口
常
勤
理
事
・
松
本
常
勤

理
事
の
ご
出
席
を
賜
り
、
日
高
理
事
長

の
お
祝
い
の
こ
と
ば
が
代
読
さ
れ
ま
し
た
。

加
茂
実
行
委
員
長
は
じ
め
幹
事
の
皆
様

の
ご
尽
力
に
よ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

校
友
会
の
永
遠
の
課
題
で
も
あ
る
、
会

員
増
強
に
つ
い
て
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

私
が
中
新
宿
に
住
ん
で
い
る
為
、
こ
の
地

区
の
校
友
一
人
ひ
と
り
に
電
話
し
て
、

訪
問
し
た
い
旨
伝
え
る
と
、
「
先
輩
に
申

し
訳
な
い
の
で
、
私
が
参
り
ま
す
」
と
い

わ
れ
る
方
や
、
快
く
入
会
し
て
頂
け
た

方
が
い
ら
し
た
一
方
、
「
ど
う
せ
選
挙
だ

ろ
う
」
「
体
調
不
良
で
会
え
な
い
」
「
入
会

し
た
ら
、
何
の
得
が
あ
る
の
か
ね
」
な
ど

な
ど
、
対
応
は
様
々
で
し
た
。 

今
思
い
起
こ
し
ま
す
と
、
当
時
世
話
人

三
人
が
い
ず
れ
も
現
役
を
引
退
し
た

７０
歳
代
で
あ
った
こ
と
は
驚
き
で
す
。 

人
生
の
節
目
・
節
目
で
い
ろ
い
ろ
な
会
の

設
立
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
て
、
そ
の
結

果
、
多
く
の
友
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
喜
び

に
堪
え
ま
せ
ん
。
東
京
六
大
学
連
盟
の

友
は
、
今
で
も
年
に
一
度
親
し
く
集
ま

って
お
り
ま
す
。 

終
わ
り
に
校
友
会
は
「
校
友
に
よ
る
」

「
校
友
の
為
の
」
組
織
で
あ
る
、
と
い
う
理

念
の
下
、
益
々
の
支
部
発
展
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。 

  

平
成
２８
年
度
の
納
涼
会
は
そ
ご
う
屋

上
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
が
、

日
の
入
り
ま
で
の
酷
暑
に
耐
え
切
れ
ず
、

２９
年
度
は
８
月
５
日
（土
）に
柏
駅
南
口

徒
歩
３
分
の
冷
房
の
効
い
た
「
キ
ッ
チ
ン
ス

タ
ジ
オ 

ガ
ゼ
ボ
」に
て
開
催
し
ま
し
た
。 

石
原
幹
事
の
奥
様
と
奥
様
の
お
母
様

に
も
参
加
い
た
だ
き
総
勢
１３
名
、
櫻
田

義
孝
衆
議
院
議
員
の
飛
び
入
り
参
加

も
あ
り
、
に
ぎ
や
か
に
楽
し
く
飲
み
語

り
合
い
大
変
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。 

昭
和
４９
年
政
経
学
部
卒 

今
井
享 

  

１１
月
８
日
に
柏
・
我
孫
子
・
流
山
支
部

の
秋
の
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
紫
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
あ
や
め
コ
ー
ス
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
曇
り
空
で
し
た
が
、
暑
く
な

く
寒
く
な
く
最
高
の
ゴ
ル
フ
日
和
に
恵

ま
れ
、
一
日
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

優
勝
は
流
山
の
渡
辺
敏
昭
さ
ん
、
２
位

は
我
孫
子
の
関
敏
雄
さ
ん
、
３
位
は
流

山
の
富
山
尚
嗣
さ
ん
で
し
た
。
柏
の
竹

之
内
支
部
長
は
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
を
獲
得

し
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は
１６
名
と

少
な
く
、
柏
か
ら
は
５
名
だ
け
で
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
高
齢
化
が

進
み
、
体
調
不
良
な
ど

全
体
の
参
加
者
が
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

来
年
は
６
月
初
め
に

開
催
予
定
で
す
。
是

非
み
な
さ
ん
、
誘
い
合

っ
て
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

昭
和
３７
年
商
学
部
卒
加
茂
治
男

今
迄
を
振
り
返
って
（二
） 

 

宇都宮幸正 

昭29年政経 

(名誉支部長) 

納

涼

会 
 

ゴ

ル

フ

大

会 
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１０
月
２１
日
（
土
）
に
我
孫
子
支
部
主

催
で
、
柏
・
我
孫
子
・
流
山
支
部
の
３
支

部
対
抗
の
麻
雀
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
人
数
２０
名
、
場
所
は
麻
雀

Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
、
我
孫
子
駅
北
口
の
近
く

で
す
。
対
抗
戦
は
、
各
チ
ー
ム
上
位
４
人

の
点
数
を
合
計
す
る
争
い
で
、
我
孫
子
支

部
が
優
勝
、
柏
支
部
は
３
位
で
し
た
。 

柏
支
部
か
ら
の
参
加
者
は
、
今
井
さ
ん
、

下
村
さ
ん
、
植
松
さ
ん
、
そ
し
て
加
茂
の

４
名
で
す
。
尚
個
人
戦
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
個
人
ト
ッ
プ
は
流
山
の
内
山

さ
ん
、
２
位
に
加
茂
が
入
り
ま
し
た
。 

麻
雀
は
２０
年
振
り
と
か
、
学
生
以
来

と
か
、
学
校
に
通
わ
ず
毎
日
真
面
目
に

麻
雀
通
い
し
て
い
た
の
が
ば
れ
た
と
話
す

人
、
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
い
麻
雀
で
し
た
。

我
孫
子
の
メ
ン
バ
ー
で
９０
歳
に
な
ら
れ

て
も
麻
雀
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
が
、

健
康
に
は
麻
雀
が
一
番
、
と
元
気
に
話

し
て
い
ま
し
た
。 

次
回
開
催
の
時
ま
で
に
、
柏
支
部
で
メ

ン
バ
ー
を
集
め
練
習
を
し
て
備
え
た
い
と

思
い
ま
す
。
我
こ
そ
は
と
思
わ
れ
る
方
、

加
茂
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。 

昭
和
３７
年
商
学
部
卒 

加
茂
治
男 

   １０
月
２８
日
、
台
風
２１
号
の
影
響
で
強

い
雨
が
降
る
中
、
明
治
大
学
に
集
う
特
別

招
待
の
校
友
は
、
昭
和
３２
・
４２
・
５２
・

６２
年
、
平
成
９
・
１９
年
の
卒
業
生
だ
。
ア

カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
で
の
開
会
式
は
、
柳
谷

理
事
長
の
「お
帰
り
な
さ
い
」の
挨
拶
か
ら

始
ま
り
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
始
ま
っ

た
。
そ
の
後
の
土
屋
学
長
の
挨
拶
で
は
、

「
台
風
が
来
る
中
、
集
ま
る
と
い
う
の
は
、

や
は
り
明
治
と
い
う
か
‥
式
典
に
参
加

者
が
来
な
け
れ
ば
帰
っ
ち
ゃ
お
う
か
と
も

話
し
て
い
ま
し
た
。
」と
笑
い
を
誘
った
。 

今
回
は
、
歴
代
卒
業
生
の
挨
拶
が
あ
り
、

平
成
の
校
友
は
女
性
で
あ
っ
た
。
３２
年

卒
の
先
輩
は
、
大
塚
初
重
と
い
う
方
で
私

学
の
考
古
学
の
黎
明
期
を
過
ご

さ
れ
た
方
、
４２
年
の
先
輩
は
、

箱
根
町
の
町
長
で
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ

ー
ジ
、
５２
年
の
校
友
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
、
６２
年
は
ラ
グ
ビ
ー
、
平
成

９
年
は
女
性
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
、
平
成
１９
年
は
女
性
舞
踊

家
で
、
現
役
時
代
と
そ
の
後
の

話
が
あ
っ
た
。
今
の
明
治
大
学

は
、
女
性
が
多
く
そ
の
名
称

は
、
現
役
・校
友
を
総
称
し
て
、

「
明
女
（
め
い
じ
ょ
）
」
と
云
う
そ
う
で
学

生
の
１
／
３
が
女
性
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

そ
の
後
「
は
く
め
い
」
で
教
え
ら
れ
た
奨

学
サ
ポ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
、
福
引

券
が
当
た
り
、
く
じ
を
引
い
た
ら
、
秋

田
県
支
部
か
ら
全
国
直
産
賞
の
「い
な
に

わ
う
ど
ん
」
が
当
た
った
。
た
だ
し
、
く
じ

を
引
く
時
間
が
早
か
っ
た
。
も
っ
と
後
に

し
た
ほ
う
が
良
い
と
の
助
言
は
本
当
の
よ

う
で
、
午
後
に
引
い
た
方
は
、
豪
華
賞
品

が
当
た
っ
た
と
う
わ
さ
で
聞
い
た
。
し
か

し
、
私
が
当
た
った
景
品
は
、
老
舗
の
商
品

で
、
家
族
曰
く
、
セ
ロ
テ
ー
プ
一
つ
と
って
も

本
物
を
使
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
以
前
の
駿
台
祭
の
発
展

し
た
も
の
と
聞
い
て
い
る
。
参
加
は
自
由
、

来
年
も
行
こ
う
と
思
って
い
る
。 

さ
て
、
少
し
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
昭

和
卒
の
代
表
各
氏
は
、
観
衆
に
向
か
って

話
を
し
た
が
、
平
成
の
後
輩
は
、
メ
モ
や

便
箋
を
見
て
話
し
て
い
た
為
、
下
を
向

い
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
う
ま
く
写
真
が

撮
れ
な
か
った
。
明
女
と
し
て
、
前
向
き

に
相
手
の
心
を
つ
か
む
人
と
し
て
今
後
の

活
躍
を
期
待
し
て
い
る
。 

昭
和
５２
年 

法
学
部
卒 

山
田
研
一 

  

●
新
入
会
員 

昨
年
７
月
以
降
入
会
さ
れ
た
校
友 

昭
３０
年 

政
経
卒 

山
内 

賢
明
さ
ん 

昭
３３
年 

短
法
卒 

関
智 

紗
子
さ
ん 

昭
４４
年 

工
電
卒 

所 
 
 

勝
彦
さ
ん 

昭
４４
年 

工
電
卒 

菊
地 

輝
幸
さ
ん 

昭
４９
年 

法
院
卒 

三
浦 

博
さ
ん 

平
１２
年 

法
卒 

上
野 

妃
呂
美
さ
ん 

麻

雀

大

会 
 

第
２０
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
に
参
加
し
て 

 

イベントのマーク ●：当会が主催・共催・協賛、■：上位組織が主催、○：当会会員が出演、◆：会として参加・鑑賞・観戦   

平成 30 年の主なイベント 
●新春の集い 
１月２7 日(土)、福来麺菜館 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井) 

●お花見会 
３月下旬～４月上旬 
開催日は 3 月中旬、総会の案内
に同封して、ご連絡します 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井) 

●柏地域支部総会 
５月２０日(日)ハート柏迎賓館 
会員には案内をお送りします 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井) 

■千葉県西部支部総会  
6 月 1７日（日）、ハート柏迎賓館 
終身会費を納めた校友には西部
支部より案内が届きます 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井) 

●緑燃ゆる筑波山日帰りハイキング 
6 月 5 日（火）予定 
☎(０９０)６９３０‐０７８２（宮本） 

○寶井講談修羅場塾 
６月１０日(日)、お江戸日本橋亭 
(日本橋三越前) 木戸銭無料 
☎ (０４)７１６４‐０６１０(佐々木)  

●ゴルフ大会 
春秋 2 回、次回は５月下旬の予定 
☎ (０４）７１３１‐ ３４０６(加茂 )  

■全国校友石川大会 
９月３０日(日)、石川県立音楽堂 
☎ (０４）７１３１‐３０８０(竹之内) 
 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 


